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2024 年法改正レセプトに関わる変更点・注意点 
 

◆病名について 
 生活習慣病管理料に係る病名について、前回の CD 更新で 5/31 付けで従来の病名マスタ

の期限を切っていますので、病名画面で「マスター」検索を行い、マスター検索結果から一度マス

タの落とし直し（選択クリック）の作業をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※5/31 で従来の病名の期限を切っていますが、病名画面の表示については、特）がついた状

態のままです。開発元で現在調整中です。 

従来通りの表示状態ですが、特定疾患病名の動作（指導管理料メッセージなど）は動作しま

せん。表示については、ご了承下さい。 

 

◆レセプト電算ファイル作成時不適切なエラーが表示されます 

 今回の改正で生化学的検査(Ⅰ)の 10 項目以上のまるめ点数が 103 点に変更になってい

ます。 

 6 月診療分レセプト電算ファイル作成時に以下のようなエラーが表示されます。 

正しい入力にも関わらず、誤ったエラーチェックが表示されます。 

 下図以外のエラー内容に関しては、入力内容のご確認をお願いいたします。 

事例：月末計算後レセプト電算ファイル作成時 

 
 

 

 

 

該当病名を 

マスター検索 

マスター検索結果 

から該当病名入力 

6 月診療分にて「生化学的検査(Ⅰ)の 10 項目以上」103 点 を算定患者に対し、 

誤正点数の差が 3 点の場合は読み飛ばしていただいてかまいません。  

誤：103 点 正：106 点 ※項目名と項目数は患者の検査内容によって異なります。 
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◆窓口領収書の下コメントの文字を縮小する設定を追加しました。 

領収書 下方にコメント 3 行ある場合に、枠と文字の重なりを解消するため、文字を縮小する

設定を追加しました。 

【6 月 CD更新前まで】 設定なし 

 

 

 

 

 

【6 月 CD更新後】 設定あり 

 

 

 

 

 

縮小処理なので、「小さい」というイメージがあるかと思われます。 

開発元に文字サイズの検討依頼していますが、現時点での対応としてこの設定を行います。 

「小さくする」設定を解除し、今までのままにする設定も準備しております。 

変更手順は下記の通りです。 

スタート→[BRAINS202406]→[DRS.INI 設定]をクリックして drs.ini 設定ユーティリティ

の画面が開き、メニューの[編集(E)]から[キーの検索]をクリックし、「drs.ini 設定ユーティリテ

ィ(キー検索)」を起動してください。 

[キーの番号]に「994」と入力し、 検索 ボタンをクリックしてください。 

「994,[madoguchi], RyoshushoShitaCommentShukusho」の文字の上をクリックし

て以下の設定画面にて「設定しない。従来通り」にチェックをつけて下さい。 

 

 

 

設定したら上部メニューの[ファイル]→[保存]→[終了]で閉じてください。 

DBMANの再起動で反映します。 
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◆生活習慣病管理料のポップアップを表示しない設定を追加しました。 

 ６月の改正で、下図のような自動ポップアップが表示されていましたが、 

外来/入院/カレンダー共にポップアップを表示しない設定にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来通り、ポップアップを表示させる設定も準備しております。変更手順は下記の通りです。 

スタート→[BRAINS202406]→[DRS.INI 設定]をクリックして drs.ini 設定ユーティリティ

の画面が開き、メニューの[編集(E)]から[キーの検索]をクリックし、「drs.ini 設定ユーティリテ

ィ(キー検索)」を起動してください。 

[キーの番号]に「996」と入力し、 検索 ボタンをクリックしてください。 

「996,[madoguchi], NOMSG_SEIKATSUSHUKAN」の文字の上をクリックして以下の

設定画面にて「自動算定ポップアップメッセージを表示する」にチェックをつけて下さい。 

 

 

設定したら上部メニューの[ファイル]→[保存]→[終了]で閉じてください。 

DBMANの再起動で反映します。 

 

◆診療情報提供料等 生活習慣病管理料の包括から外れます 

 更新前は、診療情報提供料等の点数を子コメント{95}の入力で対応頂いていましたが、 

コメントを入れなくても診療情報提供料の点数が上がるようになりました。 

 「診療情報提供料（Ⅰ）」・「診療情報提供料（Ⅱ）」・「連携強化診療情報提供料」が

包括から外れます。 

既に入力されているコメントはそのままで問題ありません。 
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◆（精神科）自動出力電算コメントについて 

通院精神療法の初診時に自動出力する実施時間を専用コメントコードで出力する設定をさ

れている医療機関様へ 

 
  

 

 

 

上記項目について厚生省より 9 月末に廃止予定と通知が出ましたので自動出力の機能を省き

ました。選択式コメントでの入力をされている場合は従来通り出力されます。 

 

◆（精神科）食事療養標準負担額（精神１年超）について 

食事療養標準負担額（精神１年超）（一般）は金額据え置き（260 円）との情報です。 

現時点、小児慢性特定疾病児童等又は指定難病患者（※1） 280 円同額で処理してい

ます。 

開発元と調整中ですが、下記の入力をお願いします。 

下記のコメント以外の保険の登録 論理コード（10108）の入力は変更ありません。 

 

親コメント{151-1}{260} 入院期間中 1 をカレンダーに入力して下さい。 

 
 

 

 

以上 

 

コメントコード 漢字名称 

852100007 診療時間（通院・在宅精神療法） 

852100008 診療に要した時間（通院・在宅精神療法） 


